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セクレチン分泌量を表わす指標としての最大セクレチン増加量 (peak .:1 IRS) および総セクレ
チン増加量 (L ..:1 IRS) は，三群聞に有意の差はみられなかった。負荷されたと推定される酸分泌
増加量(..:1 AO) は，十二指腸潰蕩群が最も高値を示し，胃潰蕩群は健常者群よりもやや低値を示し
た。よって，単位負荷酸量当りのセクレチン分泌増加量(L.:1 IRS/ .:1AO) をみると，十二指腸潰
蕩群が他の群に比し有意に低値を示した。胃潰蕩群は健常者群との聞に有意の差はみられなかった。
〔総括〕
1 .テトラガストリン刺激による内因性酸負荷試験により，血中セクレチンの明らかな上昇を認めた。
2. 本法による血中セクレチンの上昇は，テトラガストリンの直接作用ではなく，テトラガストリン
刺激により分泌された胃酸の十二指腸への流出により惹起されたものと考えられた。
3 .本法におけるセクレチン分泌量は，外因性酸負荷試験におけるセクレチン分泌量によく相関し，
本法の有用性が強く示唆された。
4. 十二指腸潰蕩群では，胃酸に対する相対的なセクレチン分泌量の低下がみられた。
5. 胃潰療群では，胃酸に対する血中セクレチン反応において血中増加がやや早期にみられるが，セ
クレチン分泌量に関しては健常者群との聞に差はみられなかった。
6 .十二指腸潰療において胃酸に対するセクレチン分泌反応の低下がみいだされたことは，その病因
ないし病態に果たすセクレチンの重要性を示唆している。
? ??
論文の審査結果の要旨
セクレチン分泌能の検索には，従来までは十二指腸への直接塩酸注入法が用いられてきた。本論文
は，テトラガストリン刺激により分泌された被験者自身の胃酸による十二指腸内胃酸負荷を行うとい
う，より生理的な方法を考案し，これにより十二指腸潰蕩例において胃酸に対するセクレチン分泌反
応の低下がみられることを明らかにしたものである。十二指腸潰療の病態生理の解明にとって重要な
知見を提供した有意義な研究と考えられる。
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